
東
洋
、
忌
一
ー
デ
イ

、
』

、持
続
的
な
成
長
へ
技
術
継
承
を
推
進

海
外
取
引
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
も

リ
ス
キ
ン
ケ
ア
と
へ
ア
ケ
ア

の
部
問
を
分
け
、
専
門
性
を

高
め
て
製
剤
化
技
術
の
向
上

を
推
進
し
て
い
る
。
並
行
し

工
基
礎
研
究
や
開
発
処
方

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め

て
い
る
。
「
個
人
に
帰
属
し

や
す
い
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

企
業
資
産
化
す
る
こ
と
で
、

ス
ピ
ー
ド
開
発
の
実
現
と
と

之
技
術
・
技
能
の
伝
承

に
取
り
組
む
」
(
増
井
社
長
)
。

生
産
部
門
で
は
、
W
年
4

月
に
竣
工
予
定
の
佐
賀
工
場

化
粧
品
・
医
薬
部
外
品
0

E
M
/
O
D
M
大
手
の
東
洋

ビ
ユ
ー
テ
ィ
は
、
 
5
力
年
計

画
の
3
年
目
を
迎
え
た
2
0

}
8
年
4
月
期
既
存
顧
客

か
ら
の
受
注
増
加
に
聖

新
規
顧
客
の
獲
得
が
進
弓

売
上
局
が
前
年
比
易
増
の

2
4
0
億
円
で
好
調
に
推
移

し
た
。
日
本
製
コ
ス
メ
の
需

要
拡
大
が
続
く
宍
三
重
・

上
野
工
場
で
人
員
を
補
強
し

シ
フ
ト
制
に
変
更
す
る
な

ど
星
産
性
向
上
を
図
れ
た

ノ

J

を
海
外
企
業
と
の
取
引
拡

大
を
視
野
に
グ
ロ
ー
バ
ル
拠

点
に
位
置
づ
け
る
考
え
だ
。

海
外
事
業
は
、
昨
年
よ
の

海
外
の
国
際
展
木
会
へ
の
出

展
を
足
が
か
り
に
、
ア
ジ
ア

や
米
国
の
企
業
を
顧
客
に
つ

け
、
海
外
売
上
比
率
は
約
7

兜
と
な
っ
た
。
増
井
社
長
は

[
早
期
に
(
構
成
比
)
1
割

ま
で
引
き
上
げ
た
い
」
と
述

べ
今
年
は
ア
ジ
ア
開
催
の

展
示
会
に
如
え
、
W
月
に
パ

り
で
開
催
さ
れ
る
「
C
O
S

m
e
t
、
・
1
C
3
6
0
」
に
も

初
出
展
し
、
 
E
U
企
業
と
の

接
点
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

径
賀
工
場
が
稼
働
す
れ

ぱ
現
在
の
生
産
能
力
の
約
2

亨
長

,
一
,
、
寄

.
一
、
ι
,
'
ネ

凡
]
,
.
、
ト

倍
に
な
る
。
今
期
は
工
場
の

垂
直
立
ち
上
げ
に
向
け
た
準

備
期
間
に
位
置
つ
け
、
宇
都

宮
・
上
野
の
各
工
場
で
ス
タ

ツ
フ
研
修
を
進
め
て
い
る
」
。

併
せ
工
既
存
工
場
で
は
品

質
向
上
を
目
的
と
し
た
環
境

整
備
も
進
め
、
生
産
レ
イ
ア

ウ
ト
の
環
境
改
善
を
進
め
た
宍
日
系
O
E
M
へ
の
要
求

ほ
か
、
各
ラ
イ
ン
に
ヒ
ユ
ー
品
質
は
さ
ら
に
上
が
っ
て
く

マ
ン
妥
ブ
]
防
止
の
た
め
の
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た

機
械
・
設
備
を
導
入
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
二
ー
ズ
に
対

百
本
製
コ
ス
メ
に
対
す
応
で
き
る
よ
、
又
生
産
技
術

る
海
外
評
価
の
一
局
さ
は
『
品
と
研
究
開
発
の
両
輪
で
当
社

質
』
に
あ
る
。
海
外
O
E
M
 
の
強
み
に
さ
ら
に
磨
き
を
か

の
品
質
レ
ベ
ル
が
高
ま
る
け
て
い
く
」
(
増
井
社
長
)

こ
と
が
好
業
績
に
つ
な
が
っ

た
」
と
増
井
勝
信
社
長
は
語

つ
た
。
生
産
能
力
が
向
上
し

た
上
野
工
場
で
は
、
新
た
に

倉
庫
を
建
設
し
て
環
境
整
備

を
進
め
る
と
い
う
。

1
2
0
名
体
制
で
取
の
組

む
研
究
開
発
で
峡
前
期
よ


